


スクラッチ&スニッフステッカーを作ったのは誰? 香りの裏にいた3Mの化学者と、次の発注に生かせること

Details
結論から: スクラッチ&スニッフステッカーを作ったのは誰か。この技術を生み出したのは、3Mの化学者Gale W. Matsonです。マイクロカプセルを塗工した紙の特許
は、1969年11月18日に出願され、1970年6月23日に成立しました。Creative Teaching Press(1977年~)や、のちのTrend Enterprises
といった教育系出版社が、この香りのコーティングを、多くの人が覚えている教室用ステッカーに仕立てました。

スクラッチ&スニッフステッカーを誰が作ったのかと尋ねる人の多くは、子どものころの思い出が気になっています。B2Bのバイヤーには、もっと実務的な理由があります。Matson
の発明は香り付きインクではありませんでした。香料オイルを微細なカプセルの殻に閉じ込め、こすったときにだけ割れるようにする仕組みです。現代の香り付きステッカーに寄せられる不
満は、ほとんどがこの仕組みに行き着きます。香りが弱い、すぐ薄れる、絵柄と合わない、こする前から匂ってしまう、といったものです。元の仕組みを理解すれば、こうした失敗を防ぐ仕
様を書けます。理解がなければ、見た目だけでサンプルを承認することになります。

間違えたときのコストは、期待外れのノベルティだけでは済みません。1987年には、ある公益事業会社が郵送した香りパッチが強烈で、ボルチモア中でガス漏れのパニックを引き起こし
ました。今日では、無香料ポリシーを掲げる学校が、ごほうびステッカーを受け付けないこともあります。本記事では、3Mの研究所から教室、そして現代のブランドキャンペーンへと続く
流れをたどり、各段階を発注時に直面する判断へと置き換えます。
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スクラッチ&スニッフステッカーを作ったのは誰か、そしてMatsonは実際に何を発明したのか
スクラッチ&スニッフの発明者とされるのは、3M.の化学者Gale W. Matsonです。 スクラッチ&スニッフの百科事典項目[1] は、この技術を、ステッカーや板紙などに塗布
され、こすると匂いを放つ香りのコーティングと定義しています。マイクロカプセル化そのものはもっと古くからありました。1950sにはすでにノンカーボン複写紙に使われ、小さなイ
ンクのカプセルがペンの圧力で破れる仕組みでした。Matsonの貢献は、そのカプセルに香料オイルを入れ、紙に結合させたことです。

法的な記録は具体的です。特許 US3516846A「マイクロカプセル含有紙」[2] は、1969年11月18日に出願され、1970年6月23日に成立しました。3Mはその後も
このアイデアの開発を続けました。のちの3Mの特許、 US4493869A[3]は、1985年1月15日に成立し、透明な基材上に香りを放出するマイクロカプセルを設けるものです。
この特許がバイヤーにとって重要なのは、基材の選択が当初から技術的な課題だったことを示しているからです。紙とフィルムが同じように振る舞うと決めつけることはできません。

https://en.wikipedia.org/wiki/Scratch-and-sniff
https://patents.google.com/patent/US3516846A/en
https://patents.google.com/patent/US4493869A/en


工業的な製造工程は、考え方としてはほとんど変わっていません。 スクラッチ&スニッフに関する「How Products Are Made」の解説[4]によると、香料オイルを水溶性
のポリマー溶液に加えて撹拌します。約12時間後、オイルの粒は20 to 30ミクロンになり、肉眼では見えない大きさです。次に触媒が各粒の周りにポリマーの殻を形成します。同じ
資料には、ステッカーは通常フレキソ印刷で生産されるとも書かれています。バイヤーにとって重要なのは、各カプセルが香りを放出できるのは一度だけだという点です。こすると一部のカ
プセルが使われ、残りは後のために残ります。香りゾーンがどれだけ長く機能するかは、初日に香りがどれだけ強いかではなく、そこに付着している無傷のカプセルの数で決まります。

特許から教室、そしてブランドキャンペーンへ
特許だけでステッカーブームが生まれたわけではありません。ブームを作ったのは教育系出版社です。前述の百科事典の項目によると、Creative Teaching Press
は1977年に最も初期のスクラッチ&スニッフステッカーの一部を制作し、主に教師向けに、児童へのごほうびとして販売しました。続いてTrend Enterprises
が、Stinky Stickersシリーズを展開しました。 2026年のMoss & Fogの回顧記事[5] は、Trend社が1983年までにStinky Stickersを十億枚以上
販売したと述べたと伝えています。この販売量こそ、ぶどうやポップコーンといったひとつの香りが、多くの大人に子ども時代の記憶を呼び起こす理由です。また、現在のバイヤーが競合製
品だけでなく記憶とも比べられる理由でもあります。

教室の時代は今、幕を閉じようとしています。2025年7月10日、Trend Enterprisesは、2025年末をもって、55年以上続いた事業を終了すると発表しました。
Peopleによる閉鎖の報道[6] は、同社が材料費・製造費・輸送費の上昇、パンデミックの長期的な影響、従来型の教室装飾の需要減少を理由に挙げたと伝えています。最もよく知られた
定番ラインが姿を消す中、残る需要はカスタム対応へと移りつつあります。ブランドのアートワーク、特定の香り、少量生産などです。

1980sには、すべてのバイヤーが知っておくべき教訓的な事例も生まれました。1987年、Baltimore Gas & Electricは、都市ガスのような匂いがするスクラッチパッ
チ付きの安全冊子を、約300,000世帯に郵送しました。 Hackadayによるガスパニックの記事[7]によると、封筒が開けられる前から香りが漏れ出していました。住民が漏れを
通報し、ある誤報では27人の消防隊員と8台の機材が出動しました。問題はカプセルではありませんでした。香料の量とパッケージが問題だったのです。この失敗は、郵送が本格的な規模
で起きたものであり、今でも検証する価値があります。

現在は、体験重視のブランドマーケティングの時代です。 Chemical & Engineering Newsの2026年1月の記事[8] によると、フランスの郵便事業者La
Posteが2024年にバゲットの香りの切手を発行し、発行部数は約594,000、その後ペストリーの香りの切手も続きました。同記事に登場した印刷業者は、ほとんどどんな香りの
ブレンドでもカプセル化して印刷可能なインクにできると語っています。彼女は、15年たった今も松の香りが残るクリスマスカードにも触れました。これは一人の印刷業者の逸話であり、
保証ではありません。それでも、よくできたカプセルをこすらずに保管した場合に何ができるかを示しています。

誕生の経緯をより良い仕様に生かす方法
Matsonの設計の各部分は、生産を承認する前に確認すべき質問を示唆しています。以下のステップは、歴史から説明できることだけを扱っています。注文の流れと印刷オプションにつ

https://www.madehow.com/Volume-3/Scratch-and-Sniff.html
https://mossandfog.com/scratch-and-sniff-revival/
https://people.com/original-scratch-n-sniff-sticker-company-to-close-after-over-55-years-11770748
https://hackaday.com/2024/12/03/scratch-and-sniff-stickers-and-the-gas-panic-of-87/
https://cen.acs.org/business/consumer-products/Scratchsniff-stamps-lickable-parcels/104/web/2026/01


いては、 カスタムスクラッチ&スニッフステッカー のページをご覧ください。ご依頼から納品までの流れと、香り付きステッカーが期待外れになる理由を詳しく説明しています。

ステップ1:耐久性は形容詞ではなくカプセルで定義する

各カプセルが放出するのは一度きりなので、見積書にある「長持ち」という言葉には意味がありません。サプライヤーが、こする前の香りの持続性をどのように試験しているか、自社の試験
で一つの香りゾーンが何回のこすりに耐えるか、その結果がどのような保管条件を前提としているかを尋ねてください。宣伝文句ではなく試験結果を求めましょう。製品が本物のマイクロカ
プセル化を使っていることを確認してください。カプセルなしでステッカーに吹き付けたり塗り付けたりした香料オイルは、数日で蒸発します。これこそ、1970年の特許が置き換えるた
めに発明された近道です。

ステップ2:教室の時代の教訓を踏まえて香りを選ぶ

40年分のレビューには一貫したパターンが見られます。ミント、ハチミツ、多くのフルーツのような単純な香りは、たいてい正確だと評価されます。ピザ、ポップコーン、チョコレートの
ような食べ物系の複雑な香りは評価が大きく分かれ、柑橘は安定化が難しいことで知られています。量販向けパックのレビュアーも、意図した香りの上に余分な甘いベースノートが重なって
いると指摘することがよくあります。実物のサンプルは、リストにある香りの名前ではなく、実物や自社製品そのものの香りと比べて、ブラインドで評価してください。自社の香料を支給す
る予定なら、揮発性の高い素材は耐えられない場合があるため、カプセル化できるかどうかを早めに確認してください。

ステップ3:香りゾーンをアートワークから分けて、印刷品質を守る

現代の製造もMatsonの紙と同じ原理に従っています。カプセルは専用のコーティング層に入っており、アートワークを印刷した後に塗布されます。実際には、香りは「ここをこする」
と指定したゾーンにかける透明コートであることがほとんどです。そのゾーンの上にラミネートを重ねると香りが遮られ、印刷会社はよく、ゾーンには網点ではなくベタ塗りが必要だと言い
ます。メタリックインクや厚いUVニスは、承認する前に密着性とこすったときの放出性を試験してください。アートワークの色と香りゾーンの位置は、別々の二つの確認として承認を取っ
てください。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-scratch-and-sniff-stickers.html


ステップ4:早期のカプセル破損を想定して保管と出荷を計画する

ボルチモアの郵送物は、よくある問題の極端な例です。輸送中の摩擦で一部のカプセルが壊れ、熱と圧力でカプセルの殻が弱くなります。密封梱包、香りゾーン同士がこすれ合わない配置、
香りが混ざらないよう香りごとの個別梱包を指定してください。大量郵送では、ガス、煙、燃料のような危険を連想させる匂いは避けてください。こする前にかすかに匂うのは普通です。閉
じた包装から強く匂う場合は、コーティングや保管を点検する必要があります。

ステップ5:誰が嗅ぐのか、どこで販売するのかを確認する

スクラッチ&スニッフは子ども向けのごほうびとして始まったため、安全規則が適用されます。 CPSCの玩具安全ガイダンス[9] は、CPSIA第106条により、ASTM F963
が14歳未満の子ども向け玩具に義務化されたと説明しています。現行版のASTM F963-23は、2024年4月20日より後に製造された玩具に適用され、児童用製品証明書と追
跡ラベルも必要です。販促用ステッカーが玩具に該当するかどうかは、デザイン、マーケティング、想定される年齢層によって決まるため、SKUごとに判断してください。屋内の環境も重
要です。 米国肺協会(American Lung Association)の無香料ポリシーのサンプル[10] は、強い香りが室内の空気質を低下させ、敏感な人に反応を引き起こしうると指摘
しています。そのため、ステッカーを配る前に会場のポリシーを確認してください。

香料そのものについては、 IFRA Standards(51st改正、2022年)[11] が、任意の国際的な業界基準です。サプライチェーンの信頼性を支えますが、各国の法律に代わるも
のではありません。欧州で流通させる場合は、カプセルの殻も規制の対象になりました。 EUマイクロプラスチック規制、規則(EU) 2023/2055[12]は、2023年10月17
日に発効しました。香料のカプセル化に使われる合成ポリマー微粒子には、2029年10月17日までの移行期間が設けられています。そのため、サプライヤーは、従来世代で使われてき
た合成ポリマーの壁材に代わるバイオベースや鉱物系の殻を開発しています。

スクラッチ&スニッフの三つの時代を比較
下の表は、同じ基本的な仕組みが時代とともにどう使われてきたか、そして各時代が今日のバイヤーに何を教えてくれるかを比較したものです。印刷オプションの比較ではなく、歴史的な比
較です。

項目 発明の時代(1969–1970s) 教室の時代(1977–2025) ブランド・体験の時代(2020s)
主な関
係者

3Mの化学者Gale W. Matson、ノンカーボン
紙のマイクロカプセル化

Creative Teaching PressやTrend
Enterprisesなどの教育系出版社

郵便事業者、出版社、広告主、カスタム対応の
ブランド

代表的
な数字 1970年6月23日に特許成立 Stinky Stickersを1十億枚以上販売(1983年まで、報

道)
バゲットの香りの切手 約594,000
枚(2024年)

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://action.lung.org/site/DocServer/fragrance-free-policy-sample-updated.pdf
https://ifrafragrance.org/initiatives-positions/safe-use-fragrance-science/ifra-standards/ifra-standards-documentation
https://trade.ec.europa.eu/access-to-markets/en/news/restriction-microplastics-eu-17-october-2023


項目 発明の時代(1969–1970s) 教室の時代(1977–2025) ブランド・体験の時代(2020s)
香りの
出どこ
ろ

ポリマーの殻にカプセル化した香料オイル 果物・食べ物・ノベルティ系の香りの定番ライブラリ 定番ライブラリ+ブランド専用ブレンド

典型的
な失敗
パター
ン

コーティングや硬化の最中にカプセルが壊れる 食べ物系の香りに生じる違和感のある香り、安価な模倣品での香りの
減退

香りゾーン上のラミネート、早期の漏れ、製品
と合わない香り

規制の
枠組み 特許法 児童用製品の安全(2008年からのCPSIA)

ASTM F963-23、IFRA基
準、EU EU 2023/2055 の殻に関
する規制

バイヤー
への教
訓

香りの持続は無傷のカプセルで決まる 香りの正確さは名前ではなくブラインド試験で判断する 香りゾーン、パッケージ、コンプライアンスを
初日から仕様に盛り込む

よくある質問
FAQ:スクラッチ&スニッフステッカーを最初に作ったのは誰ですか?

基盤となる技術は、3MのGale W. Matsonによるものとされ、マイクロカプセル含有紙の特許(US3516846A)は1970年に成立しました。最初に広く販売された
ステッカーは教育系出版社から生まれました。Creative Teaching Pressは1977年に初期のスクラッチ&スニッフステッカーを教師向けに販売し、Trend
EnterprisesのStinky Stickersが最もよく知られたシリーズになりました。

FAQ:Trend Enterprisesは今もStinky Stickersを製造していますか?

いいえ。Trendは2025年7月10日、コストの上昇と従来型の教室装飾の需要減少を理由に、2025年末までに事業を終了すると発表しました。また、知的財産を売却するとも述
べているため、ブランドの行方は買い手次第です。

FAQ:なぜ1980sのステッカーの中には、数十年たった今も香りが残るものがあるのですか?

こすられていないカプセルは密封されたままなので、涼しく暗い場所に保管された未使用のステッカーは、何年もたってから香りを放出し続けることがあります。一方、コレクターからは、
何度もこすられたものや保管状態の悪いステッカーは香りが薄れたという報告もあります。古い在庫は、この技術に何ができるかを示していますが、新たなカスタム生産の保証にはなりませ



ん。

FAQ:ブランド独自の香料もカプセル化できますか?

多くの場合は可能ですが、香料によります。揮発性が高い素材や不安定な素材は、カプセル化がうまくいかなかったり、香りが早く薄れたりすることがあるため、生産前に適合性を確認し、
実物サンプルで確かめます。見積もりを依頼する際は、当社のカスタムスクラッチ&スニッフステッカーのページで、香料サプライヤーの情報をお知らせください。

FAQ:スクラッチ&スニッフステッカーはASTM F963に適合する必要がありますか?

対象となるのは、米国市場で販売される、14 in 子ども向けの玩具に限られます。その場合、ASTM F963-23は、2024年4月20日より後に製造された製品に適用され、
児童用製品証明書も必要です。成人向けの販促品やパッケージ用品として設計・販売されているステッカーは、この定義に当てはまらない場合もありますが、SKUごとに評価する必要があ
ります。

FAQ:なぜステッカーはこすらなければならないのですか?

こすることで、香りが長持ちします。香料は、直径約20 to 30ミクロンの殻の中に密封されています。殻がなければ、オイルは数日で蒸発してしまいます。こするたびに殻の一部が壊
れるため、長期間にわたって繰り返し香りを放出できます。

重要ポイント
スクラッチ&スニッフの始まりは、ステッカーブランドではなく3Mの特許でした。 — 1969年11月18日出願、1970年6月23日成立(出典)
耐久性は無傷のマイクロカプセルで決まり、それぞれが放出できるのは一度だけです。 — 粒は20–30ミクロン、約12時間の撹拌後(出典)
教室の時代が、これらのステッカーはどんな香りであるべきかというバイヤーの期待を形づくりました。 — 1十億枚を超えるStinky Stickersが1983年までに販
売されたと報告(出典)
香料が多すぎて包装が不十分だと、現実に社会的な騒ぎを引き起こすことがあります。 — 郵送物は約300,000通、ある通報では消防隊員27人が出動(出典)
子ども向け玩具として販売する場合は、米国の義務的な玩具安全規則を満たす必要があります。 — ASTM F963-23(対象年齢が-14sの玩具向け)(出典)
カプセルの殻の素材には、EUで期限が設けられています。 — 香料カプセル化の移行期間は2029年10月17日に終了(出典)

まとめ:「スクラッチ&スニッフステッカーを作ったのは誰か」という問いの答えがバイヤーに意味すること
スクラッチ&スニッフステッカーを誰が作ったのかという問いの答えは、単なる豆知識ではありません。Matsonの1970年の特許が定めたルールは、今もステッカーが機能するかど
うかを左右しています。香りはカプセルに密封され、カプセルは印刷に耐えなければならず、こするたびに限られた量の一部が消費されます。Trend社の十億枚のステッカーは、顧客があ
なたの香りを記憶と比べて評価する理由を物語っています。ボルチモアの郵送物は、香料の量と包装を軽視するとどうなるかを示しています。今日の児童の安全、香料基準、カプセルの殻に
関する規則は、現代の発注要件に含めるべきコンプライアンス確認を加えています。

ご自身のアートワークと特定の香りで生産を計画しているなら、まず三つの質問から始めてください。耐久性はどう試験されているか、どの香りがブラインドテストを経て承認されたか、香
りゾーンはデザインに対してどこに位置するか、です。そのうえで、その要件を当社の カスタム香り付きステッカープログラム にお寄せいただき、数量、香り、用途に合わせた見積もりを
ご依頼ください。
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